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　戦前、日本は侵略戦争をおこない、アジア諸国をはじめ２０００万人もの人びとの命を奪いました。
国内においては、天皇制政府は戦争に反対する人たちを治安維持法などによって弾圧し、言論の自由
を封殺しました。
　このような侵略戦争と人権抑圧の政治への深い反省、２度にわたる世界大戦の反省、そして国際的
な人権思想の歴史的到達点をふまえて、国民主権、平和主義、基本的人権などを基本理念とする日本
国憲法が、国民の意思によって制定されました。
　施行から６６年を経たいまも、日本国憲法は「世界の最先端」の憲法と評されています（朝日新聞
２０１２年５月３日号記事）。
　いま、東日本大震災や東京電力福島第一原発事故の問題、領土問題など近隣諸国との関係、「貧困」、
不安定雇用の広がりなどの社会問題が山積するもとで、いまこそ日本国憲法の理念を生かし、これを
厳格に守る政治・外交をおこなうことが求められています。
　また、第９６条で定める改憲発議要件（両院の総議員の「３分の２以上」の賛成）は、時の政府の
思惑で簡単に改憲を発議できないように、法律の制定（過半数）よりも厳しい要件となっているもの
であり、国家権力を縛る憲法の重要な規定です。
　以上をふまえ、下記の請願をおこないます。

請 願 項 目
一　国民主権、平和主義、基本的人権を定めた日本国憲法の改悪をおこなわないこと。
一　第９９条（国務大臣・国会議員等の憲法尊重・擁護義務）に則り、日本国憲法の理念に

もとづき、これを厳格に守る政治・外交をおこなうこと。
一　第９６条の改憲発議要件を緩和しないこと。
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